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１０月１８日(金)に、石狩管内教育研究会(石教研:せききょうけん)の研究集会がありました。札幌市を除く管内７
市町村の小中学校全教職員が参加するもので、それぞれ専門教科等の部会に分かれ、授業参観や研究協議を行い
ます。私は理科部会に所属しており、石狩市にて５年生の「電流が生み出す力」の授業を参観しました。授業の
冒頭で、強力電磁石を使って児童を持ち上げました。乾電池たった１個の力で人が持ち上がるという衝撃に、子
どもたちは「この道具はなんだ？」「仕組みを知りたい」「作ってみたい！」と、学ぶことに当事者意識を持ち、
主体的に参加する様子が見られました。 
 文科省 HP によると…《体験活動とは、文字どおり、自分の身体を通して実地に経験する活動のことであり、
子どもたちがいわば身体全体で対象に働きかけ、かかわっていく活動のことである。この中には、対象となる実
物に実際に関わっていく「直接体験」のほか、インターネットやテレビ等を介して感覚的に学びとる「間接体験」、
シミュレーションや模型等を通じて模擬的に学ぶ「擬似体験」があると考えられる。しかし、「間接体験」や「擬
似体験」の機会が圧倒的に多くなった今、子どもたちの成⾧にとって負の影響を及ぼしていることが懸念されて
いる。今後の教育において重視されなければならないのは、ヒト・モノや実社会に実際に触れ、かかわり合う「直
接体験」である。…》とあります。 
 前述の授業が、本来の意味での体験活動からは若干外れるかもしれませんが、目の前で起こったことに心を動
かされ、学ぶ意欲につながったことは間違いありません。 
 本校でも、３年生以上の総合的な学習の時間「みどりの学習」や、１・
２年生の生活科をはじめ多くの場面で、体験的な活動を取り入れていま
す。例えば、写真のような５年生の学習では、マレクというかぎ針のつい
た棒でサケを捕獲し、実際に捌きます。子どもたちはまだ動いている心
臓を見たり、皮をはがしたりする中で、魚の体の仕組みを学びます。また
別日にはオハウというサケ汁(中に入れるサケは別に購入したもの)を自
分たちで作り、「命をいただく」ということを学びます。このような経験

を経た子どもたちは、次年度６年
生になったときに修学旅行でウ
ポポイを見学しますが、そこでの学びは実体験を伴うものであり、より
深い学びへとつながっていくのです。 
 インターネットやＶＲ(仮想現実)が普及し、遠隔医療ができるように
なるなど、世の中は大変便利になりました。しかし、小学校段階において
は、実際に触ったり匂いをかいだり味わった
り、また社会や学校外の人々と関わったりとい
う実体験こそが、子どもの当事者意識を育て、
深い学びへの意欲付けになると考えています。 

 今度の休みは親子でスマホやゲーム、YouTube などから離れ、外に出かけて体験活
動をしてみてはいかがでしょうか。 
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【学校教育目標】 
 私たちは未来を創り、ともに進む緑小の子ども 
 ・なかよく元気に遊びます 
 ・すすんで学び考えます  
 ・めあてをもって努力します 
 ・人や地球にやさしくします 
【重点教育目標】 

豊かな心と元気な体をもち 
 目標に向かって最後までやり切る子ども 

【めざす子ども像】 
やさしさ やる気 こん気いっぱいの緑っ子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
               
   

 

 

 

日 曜日 １１月の行事予定 

１１/１ 金 
読書月間（～１５日） 
学習発表会実行委員会④ 
地域あいさつ運動（１年生） 

２ 土 学習発表会 

３ 日 文化の日 
4 月 振替休日（文化の日） 

５ 火 振替休業日（11 月 2 日学習発表会） 

６ 水 
特割５時間 フッ化物洗口実施日 
学習発表会実行委員会反省 
子育てネットワーク協議会②10：00～ 

７ 木 手話体験（５年生） 

８ 金 
QU 検査② 
視覚障がい者ガイドヘルプ体験（５年生） 
ぴっころ１年生 14：40～ 

１１ 月 
特割 5 時間 児童委員会③ 
高齢者疑似体験（５年生） 

１２ 火 ６０分授業日（４～６年生） 

１３ 水 特割５時間 フッ化物洗口実施日 
１４ 木 支笏湖小との合同学習② 

１５ 金 ぴっころ２年生 14：40～ 

１６ 土 開校記念日 

１８ 月 
特割５時間  
スクールカウンセラー来校（９：00～） 

１９ 火 ６０分授業日（４～６年生） 

２０ 水 特割５時間 フッ化物洗口実施日 
２１ 木 居住地交流（共栄分校） 

２２ 金 
特割 4 時間（給食なし） 
千歳中学校区教職員研修 
市 P 連合同会議④・懇親会 

２３ 土 勤労感謝の日 

２５ 月 
特割５時間 
認知症サポーター養成講座（５年生） 
スクールカウンセラー来校（12：30～） 

２６ 火 図書貸出最終日 定例作品展③ 
２７ 水 特割５時間 フッ化物洗口実施日 

２８ 木 
デンソーサイエンススクール（5 年生） 
いただきます CP（3 年生） 

２９ 金 ６０分授業日（４～６年生） 

１２月の主な予定 

２日（月） PTA 地域あいさつ（２・４年生） 

３日（火） 図書返却最終日 

６日（金） もちつき大会前日準備     

７日（土） 土曜授業日（３時間授業） 

      おやじの会もちつき大会（３時間目終了後） 

９日（月） スクールカウンセラー来校（9：00～） 

１０日（火） 冬休み図書貸出（５・６年生） 

 参観日５時間目（３・６年生） 

１２日（木） 冬休み図書貸出（３・４年生）       

       参観日５時間目（１・４年生、かわせみ） 

       PTA 役員会 

１３日（金） 冬休み図書貸出（１・２年生） 

       参観日５時間目（２・５年生） 

１９日（木） 公立千歳科学技術大学理科授業（６年生）  

２３日（月） スクールカウンセラー来校（12：30～） 

転出受付（16：00～） 

２４日（火） うたごえ集会（１時間目） 

２５日（水） 冬季休業開始（～1 月１４日） 

冬休み学習サポート 

２６日（木） 図書館地域開放（10：00～12：00） 

３０日（月） 学校閉庁日（～３１日） 

地域あいさつ運動のお願い 
 １１月１日の地域あいさつ運動は１年生です。「地域あいさ
つ」に登録されている方には、お子様を通じて腕章をお渡しし
ますので、ご活用ください。寒さが厳しい時期となりました。
温かい服装での活動をお願いします。 

令和６年度後期 スタート！ 
10 月 17 日から令和 6 年度の後期が始まりました。全

校児童が体育館に集まり後期始業式を実施しました。 
後期は、もう来週末になりますが学習発表会という大き

な行事があります。また６年生は卒業まで残り半年となり
ました。教職員一同、力を合わせて、子どもたちの確かな
成⾧のために取り組んでいきたいと気持ちを新たにしてい
るところです。今後も保護者や地域の皆様のご理解とご協
力をお願いいたします。 

 
家庭学習強化週間・生活リズムチェックが始まります！ 
 １０月２８日から家庭学習強化週間・生活リズムチェックの
取組が始まります。お子様と一緒に、家庭学習の取組や日々の
生活リズムについて振り返っていただき、今後の目標を立てて
いただければと思います。 

千歳市では、教育委員会や各小中学校、保護者の皆様が連携
し、「千歳市家庭生活宣言」を策定しています。この中には、 
家庭での学習時間の目安やスマートフォンなどの使用に関す
るルール、保護者の取組のお願いなどが掲載されています。今
年度は夏休み前に、新たに改定された「千歳市家庭生活宣言」
のクリアファイルを配付されておりました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
千歳市家庭生活宣言 
【家庭生活目標】 
□帰宅してからの学習時間は「学年×10 分＋10 分」を目安
に取り組みます。 
□からだづくりの基本は「早寝、早起き、朝ごはん」。規則正

しいリズムで過ごします。 
□家庭で読書をします。 
【ちとせ統一ルール】 
□メディアに触れる時間は 2 時間を目安にします。 
□就寝 1 時間前までにスマホの使用やゲームを止めます。 
□悪口や個人が特定される言葉や画像を書き込みません。 
□学習や食事中には、電話やメール、SNS を使用しません。 
□困ったときは、保護者や先生に相談します。 
【保護者の取組】 
□子どもの成長を支える生活環境を整えます。 
□子どもをネットトラブルや犯罪から守るため、スマホにはフ

ィルタリング設定をします。 

千歳市民ソフトボール大会 女子の部：優勝 
 市民ソフトボール大会に「春日ラ 
イオンズ」として PTA の女子の皆 
さんがチームを組んで参加されまし 
た。優勝という素晴らしい結果を残 
されましたことをお知らせいたしま 
す。おめでとうございます。来年も 
参加を予定、参加者する方を募集す 
る予定ということです。ぜひ、ご参 
加ください 


